
単位：百万円

(8,300百万円)
(15百万円)

B

C

F　運用方法と運用収入実績について

運用金額 運用収入
科目 当該運用方法を選択している理由

執行（支出）済み額 2,044百万円

E

翌半期以降の執行
見込みについて

引き続き、順次補助金交付予定。

（執行見込額） 6,271百万円

A
基金造成のための
国からの交付決定額
（運用収入を含む。）

8,314百万円

（運用収入額）

平成22年度下半期終了時
におけるAの金額の残高

（A-C）
6,271百万円

（国からの交付決定額）

平成２１年度補正予算において設けられた
基金の執行状況等について

基金名称 介護基盤緊急整備等臨時特例基金

基金設置法人名 岡山県

運用金額
(百万円）

運用収入
(円)

8,300百万円 14,709,330円

0百万円 0円

支出支出月 支出月 支出月
>20 <2010/10 >2010/9/30 <2011/6/1

執行済み額（C)の
平成22年度上半期合計 377百万円

執行済み額（C)の
平成22年度下半期合計 1,412百万円

有価証券

国債

政保債・地方債

その他社債等

科目 当該運用方法を選択している理由

預貯金
地方自治法第２４１条第２項の規定
及び岡山県公金運用方針による。

短期・長期信託



D 単位：円

支出目的 支出額 支出相手先

施設整備費補助 26,250,000 １町

〃 52,500,000 ２市

スプリンクラー整備費補助 66,523,000 ４法人

施設整備費補助 26,250,000 １市

スプリンクラー整備費補助 17,342,000 ２法人

施設整備費補助 281,750,000 ２市

スプリンクラー整備費補助 27,459,000 １市　２法人

施設整備費補助 78,750,000 ３市

スプリンクラー整備費補助 47,326,000 ４法人

施設整備費補助 232,750,000 ４市

スプリンクラー整備費補助 226,613,000 ２市　５法人

施設整備費補助 323,750,000 ３市１町

スプリンクラー整備費補助 5 076 000 ２市5月
既存施設のスプリンク

整備特別対策事業

12月
既存施設のスプリンク
ラー整備特別対策事業

1月
既存施設のスプリンク
ラー整備特別対策事業

2月
既存施設のスプリンク
ラー整備特別対策事業

3月
既存施設のスプリンク
ラー整備特別対策事業

4月
介護基盤の緊急整備

特別対策事業

5月
介護基盤の緊急整備

特別対策事業

4月
既存施設のスプリンク
ラー整備特別対策事業

1月
介護基盤の緊急整備

特別対策事業

2月
介護基盤の緊急整備

特別対策事業

3月
介護基盤の緊急整備

特別対策事業

10月
介護基盤の緊急整備

特別対策事業

11月 〃

執行済み額（C)の内訳

支出月 科目

スプリンクラ 整備費補助 5,076,000 ２市

1,412,339,000

5月
ラー整備特別対策事業



単位：百万円

(6,840百万円)
(14百万円)

B

C

F　運用方法と運用収入実績について

運用金額 運用収入
科目 当該運用方法を選択している理由

執行（支出）済み額 1,467百万円

E

翌半期以降の執行
見込みについて

引き続き、順次補助金交付予定。

（執行見込額） 5,387百万円

A
基金造成のための
国からの交付決定額
（運用収入を含む。）

6,854百万円

（国からの交付決定額）
（運用収入額）

平成22年度下半期終了時
におけるAの金額の残高

（A-C）
5,387百万円

平成２１年度補正予算において設けられた
基金の執行状況等について

基金名称
介護基盤緊急整備等臨時特例基金
（介護基盤の緊急整備特別対策事業分）

基金設置法人名 岡山県

運用金額
(百万円）

運用収入
(円)

6,840百万円 14,024,588円

0百万円 0円

支出支出月 支出月 支出月
>20 <2010/10 >2010/9/30 <2011/6/1

執行済み額（C)の
平成22年度上半期合計 198百万円

執行済み額（C)の
平成22年度下半期合計 1,022百万円

有価証券

国債

政保債・地方債

その他社債等

科目 当該運用方法を選択している理由

預貯金
地方自治法第２４１条第２項の規定
及び岡山県公金運用方針による。

短期・長期信託



D 単位：円

支出目的 支出額 支出相手先

施設整備費補助 26,250,000 １町

〃 52,500,000 ２市

〃 26,250,000 １市

〃 281,750,000 ２市

〃 78,750,000 ３市

〃 232,750,000 ４市

〃 323,750,000 ３市１町

1,022,000,000

11月 〃

1月 〃

5月 〃

2月 〃

3月 〃

4月 〃

10月
介護基盤の緊急整備

特別対策事業

執行済み額（C)の内訳

支出月 科目



単位：百万円

(766百万円)
(1百万円)

B

C

F　運用方法と運用収入実績について

運用金額 運用収入
科目 当該運用方法を選択している理由

執行（支出）済み額 577百万円

E

翌半期以降の執行
見込みについて

引き続き、順次補助金交付予定。

（執行見込額） 190百万円

A
基金造成のための
国からの交付決定額
（運用収入を含む。）

767百万円

（国からの交付決定額）
（運用収入額）

平成22年度下半期終了時
におけるAの金額の残高

（A-C）
190百万円

平成２１年度補正予算において設けられた
基金の執行状況等について

基金名称
介護基盤緊急整備等臨時特例基金
（既存施設のスプリンクラー整備特別対策事業分）

基金設置法人名 岡山県

運用金額
(百万円）

運用収入
(円)

766百万円 633,365円

0百万円 0円

支出支出月 支出月 支出月
>20 <2010/10 >2010/9/30 <2011/6/1

執行済み額（C)の
平成22年度上半期合計 179百万円

執行済み額（C)の
平成22年度下半期合計 390百万円

有価証券

国債

政保債・地方債

その他社債等

科目 当該運用方法を選択している理由

預貯金
地方自治法第２４１条第２項の規定
及び岡山県公金運用方針による。

短期・長期信託



D 単位：円

支出目的 支出額 支出相手先

スプリンクラー整備費補助 66,523,000 ４法人

〃 17,342,000 ２法人

〃 27,459,000 １市　２法人

〃 47,326,000 ４法人

〃 226,613,000 ２市　５法人

〃 5,076,000 ２市

390,339,000

4月 〃

5月 〃

1月 〃

2月 〃

3月 〃

12月
既存施設のスプリンク
ラー整備特別対策事業

執行済み額（C)の内訳

支出月 科目



単位：百万円

(294百万円)
(0百万円)

B

C

F　運用方法と運用収入実績について

運用金額 運用収入
科目 当該運用方法を選択している理由

執行（支出）済み額 0百万円

E

翌半期以降の執行
見込みについて

順次補助金交付予定。

（執行見込額） 294百万円

A
基金造成のための
国からの交付決定額
（運用収入を含む。）

294百万円

（国からの交付決定額）
（運用収入額）

平成22年度下半期終了時
におけるAの金額の残高

（A-C）
294百万円

平成２１年度補正予算において設けられた
基金の執行状況等について

基金名称
介護基盤緊急整備等臨時特例基金
（認知症高齢者グループホーム等防災改修等特別対策事業分）

基金設置法人名 岡山県

運用金額
(百万円）

運用収入
(円)

294百万円 21,744円

0百万円 0円

執行済み額（C)の
平成22年度上半期合計 0百万円

執行済み額（C)の
平成22年度下半期合計 0百万円

有価証券

国債

政保債・地方債

その他社債等

科目 当該運用方法を選択している理由

預貯金
地方自治法第２４１条第２項の規定
及び岡山県公金運用方針による。

短期・長期信託



単位：百万円

(400百万円)
(0百万円)

B

C

F　運用方法と運用収入実績について

運用金額 運用収入

平成２１年度補正予算において設けられた
基金の執行状況等について

基金名称
介護基盤緊急整備等臨時特例基金
（地域支え合い体制づくり事業分）

基金設置法人名 岡山県

A
基金造成のための
国からの交付決定額
（運用収入を含む。）

400百万円

（国からの交付決定額）
（運用収入額）

平成22年度下半期終了時
におけるAの金額の残高

（A-C）
400百万円

執行（支出）済み額 0百万円

E

翌半期以降の執行
見込みについて

順次補助金交付予定。

（執行見込額） 400百万円

科目 当該運用方法を選択している理由
運用金額
(百万円）

運用収入
(円)

400百万円 29,633円

0百万円 0円

科目 当該運用方法を選択している理由

預貯金
地方自治法第２４１条第２項の規定
及び岡山県公金運用方針による。

短期・長期信託

有価証券

国債

政保債・地方債

その他社債等

執行済み額（C)の
平成22年度上半期合計 0百万円

執行済み額（C)の
平成22年度下半期合計 0百万円


